
 

 

 

 

令和４年１２月１６日 

 

第２回学校評価保護者アンケート結果 
過日実施いたしました、学校評価保護者アンケート結果がまとまりましたのでお知らせい

たします。割合は、「よい」と「おおむねよい」の合計です。 

 

＜保護者アンケートの結果から＞ 
 学校評価アンケートでは大変お世話になりました。今年度からＷＥＢアンケート形式にか
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１．学校通信（かわら版）や学年・学級通信、連絡帳・電話連絡、

保健・給食だよりなどを通して、学校やお子さんの様子はよく分かる。

２．学年・学級通信のお知らせで、授業公開や懇談会に関心をもち参加して

いる。（今年度は実施できていないので回答しなくて結構です。）

３．学校との連絡や相談がしやすい。

４．お子さんは、学校の授業がわかると言っている。

５．図書室の活用で、読書に対するお子さんの興味・関心が高まっている。

６．毎日の「ぐんぐんタイム」（市のプリントやドリル等を使用した習熟学

習）の時間の活用で、基礎基本を定着させることができている。

７．お子さんは基礎的・基本的な学習内容が身に付いている。

８．家庭では、「家庭学習がんばりカード（音読カード）」に目を通し、お

子さんの家庭学習の取り組みを励ましている。

９．お子さんは「おはよう」「おやすみなさい」「ありがとう」など、家庭

で挨拶をしている。

１０．お子さんは、近所の人や地域の人たちに挨拶ができている。

１１．お子さんは思いやりの心をもって行動する力が育っている。

１２．1年生と6年生のペアリングによる交流は、思いやりの心や態度を育て

ることにつながっている。（１・６年保護者のみ回答して下さい。）

１３．学校は、毎月の「なかよしアンケート」の実施やお子さんとの会話な

どをとおして、いじめの早期発見と解消に努めている。

１４．お子さんは、ルールを守って毎日を過ごしている。

１５．家庭では、早寝・早起き・朝ごはん等を心掛け規則正しい生活を送っ

ている。

１６．お子さんは週に３日以上、体を動かして遊んだり運動したりしている。

（体育の授業も含みます）

１７．学校の施設や設備は安全である。

１８．避難訓練や交通安全教室などの行事により、学校は安全教育に努めて

いる。

１９．通学路パトロールや通学路点検などで、学校は通学路の安全確保や不

審者等の抑制に努めている。

２０．家庭では、お子さんの夢や将来のことについて話をすることがある。

２１．お子さんは英語の学習に楽しんで取り組んでいる。



わり、児童数４５６名中２６７件回答が寄せられました。アンケート回収率は５９％でした。 

ほとんどの項目で第 1 回とほぼ変わらぬ評価をいただくことができましたが、評価が下が

ってしまった項目もありました。第 1 回アンケートと比べて３％以上評価が下がった項目が

「４ お子さんは、学校の授業が分かると言っている。」「５ 図書室の活用で、読書に対す

るお子さんの興味関心が高まっている。」「８ 家庭では、家庭学習がんばりカード（音読カ

ード）に目を通し、お子さんの家庭学習の取り組みを励ましている。」の３項目でした。お子

さんを通して学校教育に関心を持っていただいている結果であると考えています。この結果

を真摯に受け止め改善していきます。 

第１回のアンケートの結果から重点項目とさせていただいた項目について結果の考察をさ

せていただきました。 

いじめの予防、早期発見・解消に努める（13番）   

「学校は、毎月の『なかよしアンケート』の実施やお子さんとの会話などをとおして、い

じめの早期発見と解消に努めている。」は、前回の 86.6％から 84.5％とやや下がりました。 

なかよしアンケートを含む子どもたちからの訴えに対しては、迅速に確認をし、一定期間

の継続的な観察・指導を行っています。このことにつきましては今後も担任だけでなく学校

全体で取り組んでいきます。 

伊勢崎・佐波地区いじめ防止フォーラムを受け、学校では「2022 年いじめ防止集会～みん

なで考えよう～」を開催しました。代表委員会が考えたいじめの場面の紙芝居を見て、どう

思ったか、どうすればよいかみんなで考えました。 

人権集会では、いじめ防止標語の学年代表児童が、自分が作った標語とその言葉を書こう

と思った理由を発表し、全校児童がしっかりと聞きました。このような全校児童の共通の活

動を大切にすると共に、その場限りにせず、機会を捉えて振り返っていきます。 

また、いい心の木の活動により、周囲に親切にすることの大切さを感じ、進んで行動に移

せるように促していきます。また、道徳や学活等の授業の中で、思いやりや親切について改

めて取り上げ、児童が考える時間を計画的に設けていきます。 

事前防止として、日常から子どもたちと保護者のみなさまから相談しやすい環境を整え、

いじめが発生した際には担任から学年主任、生徒指導部、管理職と連携を図り、迅速に対応

していきます。 

 

＜児童用アンケートの結果から＞ 

夢や将来のことを話す（23番） 

児童用アンケートの「家庭で、お家の人と自分の将来について話をすることがある」の項

目ですが、今回も目標値を下回ってしまいました。保護者用アンケートでは同項目は目標値

を達成しました。保護者の皆様がご家庭で将来の話をして下さっている様子がわかり、大変

ありがたいです。学校での指導では６年生で「将来の夢を語ろう。」と題して、保護者の皆様

にアンケートやインタビューをしながら将来の夢を考えるときのポイントを学習しておりま

す。また、図工の授業で「未来の自分」という題で紙粘土作品の制作もしています。今後も折

に触れて、その子のよさや将来の夢などを話題にしていきたいと思います。 


